
第10号（1） 平成15年10月1日（水） 学園創立70周年
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昭
和
八
年
四
月
、
川
並
香
順
・
孝
子
先
生
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
は
、
今
年
、
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
聖
徳
家
政
学
院
・
新
井
宿
幼
稚
園
と
し
て
十
数
名
の
学
生
、

園
児
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
学
園
は
七
十
年
の
時
を
経
て
大
学
、
大

学
院
、
短
大
、
専
門
学
校
、
二
つ
の
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
、

六
つ
の
幼
稚
園
を
合
わ
せ
も
つ
学
園
へ
と
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

来
年
四
月
に
は
七
番
目
の
幼
稚
園
が
開
設
予
定
で
、
こ
ち
ら
を

合
わ
せ
る
と
十
五
の
教
育
機
関
を
有
す
る
学
園
と
な
り
ま
す
。
現
在
の

学
生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
の
在
籍
者
総
数
は
一
万
三
千
名
以
上
に
の
ぼ
り
、

本
学
園
出
身
者
は
の
べ
十
一
万
八
千
人
を
超
え
ま
す
。
幼
稚
園
か
ら

大
学
院
ま
で
の
一
貫
さ
れ
た
教
育
環
境
の
な
か
で
、
建
学
の
精
神

「
和
」
に
基
づ
い
た
「
人
間
教
育
」
を
貫
き
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
七
十
年
の
歴
史
を
記

念
し
て
、
十
二
月
六
日（
土
）、

聖
徳
大
学
川
並
香
順
記
念
講

堂
に
て
、
学
園
創
立
七
十
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

す
。
式
典
で
は
、
聖
徳
大
学

附
属
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

発
表
の
ほ
か
、
様
々
な
催
し

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
聖
徳
学
園
発
祥
の
地
で

あ
る
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
も
聖
徳
学
園
三
田
幼
稚

園
に
よ
る
創
立
七
十
周
年
記

念
式
典
が
十
一
月
三
十
日

（
日
）に
挙
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
次
の
よ

う
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
聖
徳
学
園
七
十

年
の
歩
み
」、「
七
十
周
年
記
念

論
文
集
　
特
集
・
子
ど
も
と

教
育（
仮
称
）」、「「
和
」と
と

も
に
‐
聖
徳
学
園
二
十
一
世

紀
へ
の
贈
り
物（
仮
称
）」、「
古

稀
を
迎
え
て
」な
ど
の
記
念

誌
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
の
事

業
、ま
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
・

１
４
０
０
１
認
証
取
得
の
発

表
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
七
十
年
を
節
目
に
、

八
十
年
、九
十
年
、そ
し
て
百

年
と
、
本
学
園
は
今
日
ま
で

築
き
あ
げ
た
伝
統
を
大
切
に

し
つ
つ
、
新
し
い
歴
史
を
築

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ

ら
な
る
学
園
の
発
展
へ
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
暖

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
聖
徳
学
園

創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て

―
十
二
月
六
日
記
念
式
典
開
催
―

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

■主なトピックス■

・創立70周年を記念して
12月6日記念式典開催

・聖徳学園の沿革
・聖徳学園のあゆみ
・Club-S（クラブS）スタート
・ISO9001及びISO14001
同時取得を目指しています

・聖徳大学附属浦安幼稚園
入園説明会

・水球女子日本代表11位
・聖徳の子農園
・平成16年度　入試日程

大学院・大学・短大 ─1～5
幼児教育専門学校 ─── 5
附属中・高─────── 5・6
聖徳中・高─────── 5・6
小学校 ────────── 6
幼稚園 ───────── 7
インフォメーション ─── 6・8

開校・開園当時の聖徳家政学院と新井宿幼稚園

・吹奏楽フェスティバル
イン サントリーホール

・「キーロフ・バレエ日本公演」に特別協賛
・「本学所蔵品による藤田嗣治

（Leonard FOUJITA）展」
・松戸キャンパス ライトアップ
・保育科主催連続講演会

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

「
キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ
日
本
公
演
」に特別

協
賛

東
京
聖
徳
学
園
は
創
立
以

来
、
七
十
年
に
わ
た
り
人
間

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
、
芸
術
に
よ
る「
本
物

教
育
」を
大
切
に
し
、
豊
か

な
心
や
感
受
性
を
も
つ
園

児
・
児
童
・
生
徒
・
学
生
を
育

て
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

聖
徳
大
学
は
学
園
創
立
七
十

周
年
を
記
念
し
て「
サ
ン
ク

ト
ぺ
テ
ル
ブ
ル
ク
・
マ
リ
イ

ン
ス
キ
ー
劇
場
キ
ー
ロ
フ・バ

レ
エ
二
〇
〇
三
年
日
本
公
演
」

に
特
別
協
賛
し
て
い
ま
す
。

キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ
は
二

百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
ロ

シ
ア
を
代
表
す
る
バ
レ
エ
団

で
あ
り
、
一
七
三
八
年
に
ぺ

テ
ル
ブ
ル
ク
に
作
ら
れ
た
舞

踊
学
校
が
、
キ
ー
ロ
フ
・
バ

レ
エ
の
原
点
で
あ
る
ワ
ガ
ー

ノ
ワ
・
バ
レ
エ
学
校
の
最
初

の
姿
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ

は
ロ
シ
ア
・
バ
レ
エ
の
誇
る

そ
の
輝
か
し
い
伝
統
を
守
り

つ
つ
、
新
し
い
時
代
の
バ
レ

エ
を
と
り
い
れ
、
前
進
し
つ

づ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
で
は
世
界
最
高
峰
の
バ
レ

エ
団
と
絶
賛
さ
れ
る
に
至
り

ま
し
た
。
マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー

劇
場
総
芸
術
監
督
で
あ
り
、

キ
ー
ロ
フ
歌
劇
場
管
弦
楽
団

の
首
席
指
揮
者
を
つ
と
め
る

ワ
レ
リ
ー
・
ゲ
ル
ギ
エ
フ
は

「
伝
統
と
革
新
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
数
々
の
作
品
を
手
が
け

て
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
一

九
九
九
年
に
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー「
眠
れ
る
森
の
美
女
」の

プ
テ
ィ
パ
原
典
版
を
百
十
年

ぶ
り
に
復
元
上
演
し
、

世
界
的
に
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

優
美
と
気
品
あ
ふ
れ

る
キ
ー
ロ
フ
・
バ
レ
エ

の
今
公
演
で
は
、
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

名
作
「
白
鳥
の
湖
」、

「
く
る
み
割
り
人
形
」、

そ
し
て
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ

フ
の「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
」と「
シ
ン
デ

レ
ラ
」の
四
演
目
が
キ

ー
ロ
フ
歌
劇
場
管
弦

楽
団
の
演
奏
と
と
も

に
上
演
さ
れ
る
予
定

で
す
。公
演
の
日
程
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
一

日（
土
）、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
に
て
学
園
創
立
七
十
周
年

記
念
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
学

園
は
、
聖
徳
大
学
人
文
学
部

音
楽
文
化
学
科
の
ほ
か
、
附

属
中
学
校
・
高
等
学
校
、
附

属
聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

の
各
校
で
も
高
校
に
音
楽
科

を
設
け
る
な
ど
、
音
楽
教
育

に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
聖
徳
教
育
の
一
環
と
し

て
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

を
対
象
と
し
た「
シ
リ
ー
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
」を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
と
り
い
れ
、
本
物
の

音
楽
芸
術
に
ふ
れ
な
が
ら
、

児
童
・
生
徒
・
学
生
へ
の
情
操

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
聖

徳
大
学
教
授
山
本
真
先
生
、

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
教

諭
進
藤
初
男
先
生
、
附
属
聖

徳
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

井
後
基
博
先
生
、
附
属
小
学

校
教
諭
檜
貝
道
郎
先
生
ら
の

指
揮
の
も
と
、
聖
徳
大
学
吹

奏
楽
研
究
会
、
聖
徳
大
学
附

属
中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
、
聖
徳
大
学
附
属
聖
徳

中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
、
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
が
演

奏
を
行
い
ま
す
。
日
頃
か
ら

音
楽
と
ふ
れ
親
し
ん
で
い
る

本
学
園
の
児
童
・
生
徒
・
学
生

が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
聖
徳
大
学
吹
奏
楽
研
究
会

Ｄ．
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ

作
曲
／
祝
典
序
曲
　
他

■
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

戸
田
　
顕
編
曲
／

日
本
の
詩（
合
唱
付
き
）他

■
聖
徳
大
学
附
属
中
学
・

高
等
学
校
吹
奏
楽
部

Ｍ．
ラ
ヴ
ェ
ル
作
曲
／

マ・
メ
ー
ル
・ロ
ア
よ
り
　
他

■
聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学
・

高
等
学
校

Ａ．
リ
ー
ド
作
曲
／

ア
レ
ル
ヤ
　
他

■
合
同
演
奏

Ｅ．
エ
ル
ガ
ー
作
曲
／

威
風
堂
々

開
演：

十
四
時

（
開
場：

十
三
時
三
十
分
）

入
場
料：

一
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ：

聖
徳
大
学

音
楽
事
務
室（
℡
〇
四
七
・

三
六
五
・
一
一
一
一
（
代
））
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●
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学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ン
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ン
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

など

チャイコフスキー
白鳥の湖

プロコフィエフ
シンデレラ

プロコフィエフ
ロミオとジュリエット

チャイコフスキー
くるみ割り人形

１１月２３日（日） １４：００ 神奈川県民ホール
１１月３０日（日） １４：００ 鹿児島県文化センター
１２月 ８日（月） １８：３０ 東京文化会館（上野）
１２月 ９日（火） １８：３０ 東京文化会館
１２月１３日（土） １８：３０ 大阪フェスティバルホール
１１月２４日（祝） １４：００ 神奈川県民ホール
１２月 ３日（水） １８：３０ 東京文化会館
１２月 ４日（木） １８：３０ 東京文化会館
１１月２７日（木） １８：３０ 神奈川県民ホール
１２月 １日（月） １８：３０ 大分県立総合文化センター
１２月 ６日（土） １８：３０ 東京文化会館
１２月 ７日（日） １４：００ 東京文化会館
１１月２８日（金） １８：３０ 愛知県芸術劇場
１２月１４日（日） １６：００ 大阪フェスティバルホール
１２月１７日（水） １８：３０ 北海道厚生年金会館

演目 公演日　　　開演　会場
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本
学
園
は
、
昭
和
八
年
四

月
、
川
並
香
順
・
孝
子
夫
妻

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
香
順
先
生

は
、
人
々
と
の
関
わ
り
の
中

で
、「
和
」の
大
切
さ
、
そ
し

て
幼
児
教
育
の
必
要
性
を
深

く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
夫
妻
の
長
女
が
２
歳

で
夭
折
。悲
し
み
の
中
か
ら
、

ふ
た
り
の
心
に
芽
生
え
た
も

の
は「
我
が
子
に
注
ぐ
愛
情

を
す
べ
て
の
子
に
注
ぐ
。
そ

れ
が
我
が
子
を
”生
か
す
“た

っ
た
一
つ
の
道
で
は
な
い

か
」と
い
う
強
い
誓
い
の
念

で
し
た
。
こ
う
し
て
ふ
た
り

は
我
が
子
へ
の
愛
情
と
夢
を

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
捧
げ

る
教
育
活
動
に
従
事
す
る
決

心
を
し
、
聖
徳
家
政
学
院
、

新
井
宿
幼
稚
園
を
誕
生
さ
せ

聖
徳
学
園
の
基
礎
を
築
き
ま

し
た
。
聖
徳
太
子

の「
和
ヲ
似
テ
貴
シ

ト
為
ス
」の「
和
」を

建
学
の
精
神
と
し
、

ふ
た
り
の
目
指
す

幼
児
教
育
、
女
子

教
育
の
第
一
歩
が

踏
み
出
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
も
一
貫

し
た
女
子
教
育
に

邁
進
し
、
学
校
法

人
の
設
立
な
ど
次

な
る
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
を
続
け
、

昭
和
四
十
年
、
保

育
科
三
十
八
名
・
家

政
科
十
五
名
の
学

生
を
迎
え
、
松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
に
聖
徳
学
園
短

期
大
学
を
開
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
年
に
は
短
大
校
舎

の
一
部
を
使
っ
て
附
属
幼
稚

園
を
開
園
し
ま
し
た
。
惜
し

く
も
こ
の
年
、
香
順
先
生
は

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た

が
、二
代
目
学
長
孝
子
先
生
、

そ
し
て
現
学
長
弘
昭
先
生
に

よ
っ
て
、
香
順
先
生
の
理
想

は
引
き
継
が
れ
、
新
た
な
幼

稚
園
、
二
つ
の
中
学
校
・
高

等
学
校
、
小
学
校
、
大
学
、

大
学
院
の
開
設
と
、
聖
徳
学

園
は
発
展
を
続
け
、
幼
稚
園

か
ら
大
学
院
ま
で
の
一
貫
教

育
体
制
を
確
立
し
、
今
日
に

至
り
ま
し
た
。

学
園
創
立
か
ら
七
十
年
。

本
学
園
の
建
学
の
精
神「
和
」

は
、
時
代
を
超
え
て
現
在
も

な
お
聖
徳
教
育
の
中
で
心
の

教
育
と
し
て
生
き
て
い
ま

す
。
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東京聖徳学園の沿革東京聖徳学園の沿革東京聖徳学園の沿革

昭和８年４月１０日

昭和１９年３月

昭和２０年４月

昭和２２年２月

昭和２２年３月

昭和２４年３月

昭和２５年１月

昭和２７年１０月

昭和３２年４月

昭和４０年４月

昭和４１年４月

昭和４６年４月

昭和４７年１月

昭和４９年４月

昭和５１年４月

昭和５８年４月

昭和５９年４月

昭和６１年４月

平成２年４月

平成１０年４月

平成１１年４月

平成１３年４月

平成１５年４月

川並香順・孝子先生、東京市大森区（現大田区）新井宿4丁目に
聖徳家政学院と新井宿幼稚園を創立
聖徳学園保姆養成所設立認可
空襲により新井宿幼稚園一時休園
学制改革により、聖徳学園高等保育学校と名称を変更
保育部のほかに洋裁部・和裁部を再開
財団法人聖徳学園設立認可
聖徳学園、東京都港区芝通新町１３（現三田校地）に移転
新井宿幼稚園、聖徳学園三田幼稚園として再開
聖徳学園高等保育学校は免許法改正により文部大臣指定、
東京学芸大学の指導と承認を受ける
財団法人聖徳学園は学校法人東京聖徳学園（理事長　川並香順）
となる
聖徳学園短期大学（保育科・家政科）を千葉県松戸市岩瀬に開設
聖徳学園高等保育学校は聖徳学園短期大学幼稚園教員養成所と改称
聖徳学園短期大学附属幼稚園を開設
聖徳学園短期大学附属第二幼稚園を開設
短期大学に通信教育部・保育科が認可される
聖徳学園八王子中央幼稚園を開設
聖徳学園多摩中央幼稚園を開設
聖徳学園短期大学附属第三幼稚園を開設
聖徳学園短期大学附属中学校・高等学校を開校
聖徳学園短期大学附属聖徳高等学校を開校
聖徳学園短期大学附属聖徳中学校を開校
聖徳学園短期大学附属小学校を開校
聖徳大学を開学
聖徳学園短期大学は聖徳大学短期大学部と改称
聖徳学園短期大学附属教員保母養成所は
聖徳大学幼児教育専門学校と名称を変更
聖徳大学大学院を開設
大学院に通信制の修士課程を開設
大学に通信教育課程を開設
大学院に通信制の博士課程を開設

来
る
十
二
月
六
日
（
土
）、

川
並
記
念
講
堂
に
お
い
て
、

「
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

式
典
」
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
記
念
式
典
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
て
、

式
典
内
容
に
つ
い
て
、
着
々

と
計
画
と
準
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
の
催
し
物
の

一
つ
と
し
て
、
附
属
小
学
校

が
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

内
容
の
概
略
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

附
属
小
学
校
で
は
、
開
校

以
来
、
聖
徳
学
園
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
和
」
の
心
を

も
と
に
、
全
校
を
あ
げ
て
総

合
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。そ
の
中
で
も
特
に
、

よ
び
か
け
・
歌
・
踊
り
等
を

中
心
と
し
た
表
現
活
動
は
、

聖
徳
祭
で
の
発
表
な
ど
を
通

し
て
、
高
く
評
価
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。今
回
、
式

典
で
の
発
表
に
際
し
、
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

を
基
に
『
創
立
七
十
周
年
記

念
　
全
校
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
輝

け
聖
徳
』を
企
画
し
ま
し
た
。

今
、
聖
徳
の
子
全
員
で
、

「
み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
合

わ
せ
て
！
」を
合
い
言
葉
に

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
十

二
月
六
日
に
は
、
創
立
七
十

周
年
の
喜
び
を
、
聖
徳
の
子

ら
し
く
元
気
一
杯
、
全
身
で

表
現
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
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あ
ゆ
み

学
園
の
あ
ゆ
み

学
園
の
あ
ゆ
み

学
園
の
あ
ゆ
み

学
園
の
あ
ゆ
み

―
大
き
な
夢
と

夫
婦
の
絆
か
ら
生
ま
れ
た

聖
徳
学
園
―

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

本
学
で
所
蔵
し
て
い
る
美

術
資
料
は
、
学
生
に
本
物
の

よ
さ
を
見
せ
る
た
め
に
収
集

し
て
い
ま
す
が
、
学
園
創
立

七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
日

本
で
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
海
外
で
活
躍
し
、
フ

ラ
ン
ス
に
歸
化
し
た
藤
田
嗣

治
画
伯
の
絵
画
作
品
の
一
部

を
初
め
て
公
開
し
ま
す
。
特

に
、
画
伯
の
作
品
の
な
か
で

も
、
一
九
五
〇
年
前
後
を
中

心
に
一
九
二
六
年
〜
一
九
五

八
年
に
か
け
て
描
か
れ
た
も

の
を
主
に
展
示
し
ま
す
。

藤
田
嗣
治
画
伯
の
絵
画

は
、
独
特
な
白
色
に
特
徴
が

あ
り
、
そ
れ
は
カ
ン
バ
ス
の
下

地
に
独
特
な
薬
品（
硫
酸
バ

リ
ウ
ム
）が
使
用
さ
れ
る
こ

と
で
、
白
色
を
き
わ
出
さ
せ

て
い
る
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。

期
間：

平
成
十
五
年
十
月
二
十

七
日（
月
）〜
平
成
十
六
年
三
月

末（
予
定
）（
休
館
日
は
、
毎
週
日

曜
日
・
祝
日
と
学
業
日
程
に
よ
る

休
業
日
。
会
期
中
に
展
示
品
の

入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
。）

会
場：

聖
徳
大
学
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
　
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

七
月
十
八
日
（
金
）、
本

校
協
定
校
ミ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
教
育
学
部
上
級
研
究
員
キ

ャ
サ
リ
ー
ン
・
ル
イ
ス
先
生

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
演
は
、
学
園
創

立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
第
一
回
目
の
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
幼
児
教
育
者
の
日

米
交
流
―
何
が
学
び
あ
え

る
か
」
で
し
た
。
ル
イ
ス
先

生
は
長
年
に
わ
た
り
日
本
の

教
育
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
経
験
か
ら
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
教
育
の
伸
ば
す
べ
き

点
や
問
題
点
な
ど
二
国
間
の

教
育
比
較
を
中
心
に
お
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、T

o
know

our
ow
n
country,

w
e
m
ust
know

another
country

と
い
う
言
葉
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
他
国
の
教

育
を
自
ら
の
鏡
と
し
て
ふ
り

か
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
研

究
や
教
育
現
場
に
関
わ
る
先

生
方
の
国
際
交
流
の
必
要
性

を
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
や
懇

親
会
に
お
き
ま
し
て
は
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
演
が
今
後
の
研

究
交
流
の
大
き
な
一
歩
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〜
講
師
紹
介
〜

キ
ャ
サ
リ
ー
ン
・

ル
イ
ス
先
生

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
後

（
専
攻：

社
会
関
係
論
）、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

お
い
て
発
達
心
理
学
で
学

位
を
取
得
。
一
九
七
九
年

以
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て

日
本
の
学
校
教
育
研
究
に

携
わ
る
。
と
り
わ
け
日
本

の
「
授
業
研
究
」
に
関
す

る
論
文
や
ビ
デ
オ
記
録

は
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
関

係
者
の
授
業
研
究
へ
の
関

心
を
高
め
た
。
現
在
、
本

学
保
育
科
助
教
授
　
椨
瑞

希
子
先
生
と
「
就
学
前
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
日
米

共
同
探
求
―
学
習
観
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
観
比
較
か

ら
プ
ラ
ン
へ
」
を
課
題
に

共
同
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

●
●
●
●
●

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

学
園
創
立
７０
周
年
記
念

「
本
学
所
蔵
品
に
よ
る
藤
田
嗣
治

（L
eonard

F
O
U
JIT
A

）展
」

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

「
本
学
所
蔵
品
に
よ
る
藤
田
嗣
治

（L
eonard

F
O
U
JIT
A

）展
」

（１）『裸婦』（３９．０×３１．２cm 油彩、１９２６年）
（２）『猫と子猫』（２３．０×３２．０cm 油彩、１９２８年）
（３）『猫一匹』（３１．５×３６．５cm 水彩、１９３０年）
（４）『婦人の横顔』（２５．５×１８．５cm デッサン、１９３２年）
（５）『横たわった婦人』（６６．０×９１．０cm デッサン、１９３２年）
（６）『男性の肖像画』（４８．５×４０．５cm 水彩、１９３３年）
（７）『優美神』（１２７．５×１９１．０cm 油彩、１９４６－１９４８年）
（８）『猫と少女』（４３．０×３１．５cm 油彩、１９５０年）
（９）『婦人と子供』（３０．６×２１．４cm 油彩、１９５０年）
（１０）『母親と二人の子』（３２．２×２３．０cm 油彩、１９５０年）
（１１）『少女と猫』（４１．０×２４．０cm 油彩、１９５０年）
（１２）『春の二人の乙女』（６３．３×４９．２cm 油彩、１９５４年）
（１３）『庭園の子供達』（９４．２×９４．８cm 油彩、１９５８年） 『婦人の横顔』

展
示
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▲講演するルイス先生

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

保
育
科
主
催
連
続
講
演
会

第
一
回
開
催

川並　孝子先生 川並　香順先生

新
井
宿
幼
稚
園

開
園
当
初
の
園
庭

珍
し
か
っ
た
外
車（
ハ
イ
ヤ
ー
）を

連
ね
て
、富
士
五
湖
方
面
へ
の
遠
足

西
桜
国
民
学
校
の
仮
校
舎
で
、
保

姆
養
成
所
の
戦
後
第
一
回
卒
業
式

懐
か
し
い
高
等
保
育
学
校
時
代
の

三
田
校
舎

昭
和
四
十
五
年
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
短
大
校
舎
と
幼
稚
園
園
舎
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Club-S（クラブS）スタート！

私
費
外
国
人
留
学
生
で
す
。

授
与
式
で
は
理
事
長
先
生
の

ご
挨
拶
の
他
、松
島
副
学
長

と
国
際
交
流
委
員
長
小
池
先

生
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、理
事

長
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

激
励
の
お
言
葉
が
か
け
ら

れ
、奨
学
金
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
代
表
挨
拶
が
、

大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
日

本
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程

二
年
の
金
　
鎭
国（
キ
ム

ジ
ン
ク
）さ
ん
よ
り
あ
り
、

「
奨
学
金
を
い
た
だ
き
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
の

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
授
与
式
で
は
緊
張
し

て
い
た
学
生
達
も
、式
終
了

後
の
歓
談
の
席
で
は
表
情
も

緩
み
、和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、理
事
長
先
生
や
出
席
い

た
だ
い
た
川
並
奨
学
金
基
金

委
員
会
の
先
生
方
、担
任
の

先
生
方
の
問
い
か
け
に
笑
顔

で
答
え
、話
が
盛
り
上
が
る

様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

川
並
奨
学
金
は
、学
園
創

立
六
十
周
年
を
記
念
し
て
建

学
の
精
神「
和
」を
掲
揚
す
べ

く
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
諸
外

国
か
ら
本
学
園
に
留
学
す
る

学
生
お
よ
び
、本
学
か
ら
諸

外
国
へ
留
学
す
る
有
為
な
学

生
に
対
し
、奨
学
助
成
を
行

う
も
の
で
、国
際
理
解
と
友

好
親
善
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
時
に
交
付
さ
れ
た
学
習
奨

励
費
は
文
部
科
学
省
か
ら

の
、自
費
で
留
学
し
て
い
る

学
生
に
対
す
る
奨
学
金
で

す
。本
年
度
の
受
給
者
に
は
、

こ
れ
ら
の
奨
学
金
を
本
学
園

生
活
で
有
意
義
に
役
立
て
て

も
ら
う
と
同
時
に
、将
来
は

国
際
社
会
に
貢
献
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、本
学
園

で
よ
り
一
層
学
業
に
励
ん
で

も
ら
い
、自
己
実
現
を
か
な

え
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

七
月
十
六
日（
水
）
十
二

時
二
十
分
よ
り
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
五
階
八
五
〇
四

会
議
室
に
て
、川
並
奨
学
金

授
与
式
お
よ
び
学
習
奨
励

費
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
川
並
奨
学
金
の
対
象

と
な
っ
た
の
は
、大
学
院
五

名
、学
部
二
名
の
計
七
名
、

学
習
奨
励
費
は
大
学
院
二

名
、学
部
二
名
の
計
四
名
の

「
前
期
川
並
奨
学
金
授
与
式
」
お
よ
び

「
学
習
奨
励
費
交
付
式
」

平
成
十
五
年
度

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

情報誌「Club-S」創刊夏号に続き秋号を発行。

ク
ラ
ブ
会
員
証

オープンキャンパスやキャンパス見学の来校者が年々
増加の一途をたどり、1年間の総来校者数は8，000人を越
えるようになりました。特に、7月・8月に実施された3回の
オープンキャンパスでは、毎回の来校者数が1，000名を越
え、教職員・学生スタッフが100人体制で運営に携わって
いますが、必ずしも受験生ひとりひとりにきめ細かな対
応ができているとは言い切れない状態です。
そこで、さまざまな受験生のニーズや希望により深く、
そして的確に応え、本学への理解と好感度を高めること
で「聖徳ファン」になっていただけるように、受験生の会
員制度「Club－S（クラブS）」をスタートすることにしまし
た。「Club－S（クラブS）」は、7月21日（祝）のオープンキャ
ンパスから会員募集を開始しました。「Club－S」とは「ク
ラブSEITOKU」の略で、聖徳の受験を考えている女子（高
校生・浪人生）ならば誰でも入会することができます。会
員には、メンバーズカードや、会員のための情報誌を発行
しています。また、「学内探検ツアー」「学生によるミニ体
験授業」「学食体験」など、ふだんのオープンキャンパスや
キャンパス見学では体験できないメニューを提供し、「聖
徳のすばらしさ」をより理解できるようにしています。
「Club－S」は発足したばかりですが、会員が満足して本学
を受験していただけるように、内容の充実を図っていき
たいと思います。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
だ
よ
り

先
日
、
三
人
の
卒
業
生
が

三
年
ぶ
り
に
キ
ャ
リ
ア
支
援

室
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
二

人
は
幼
稚
園
教
諭
、
一
人
は

保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
話
題
は
こ
ど
も
達
の
こ

と
ば
か
り
。
幼
少
時
か
ら
の

夢
だ
っ
た
職
に
就
い
て
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
三

人
。
社
会
人
と
し
て
立
派
に

成
長
し
た
姿
を
観
て
、
こ
の

上
な
く
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
と

変
ら
ず
明
る
く
元
気
な
様
子

に
肩
を
な
で
お
ろ
し
ま
し

た
。
卒
業
生
が
元
気
な
顔
を

見
せ
に
来
て
く
れ
る
こ
と
、

卒
業
生
か
ら
の
心
温
ま
る
手

紙
は
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
何

よ
り
の
贈
り
物
で
す
。
学
生

の
栄
え
あ
る
将
来
を
願
い
、

と
も
に
将
来
を
考
え
、
価
値

あ
る
人
生
へ
と
導
く
、
こ
れ

が
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
の
使
命

で
あ
り
、
卒
業
生
の
活
躍
ぶ

り
は
常
に
気
に
掛
か
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
毎
年
三
月
に

は
数
多
く
の
学
生
が
本
学
よ

り
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
巣
立

っ
て
い
き
ま
す
。
人
間
性
豊

か
な
社
会
人
、そ
し
て
社
会
に

奉
仕
で
き
る
有
能
な
職
業
人

と
し
て
有
意
義
な
人
生
を
送

る
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
厳
し
い
雇
用
状

況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
学
生

の
奮
闘
ぶ
り
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
前
向
き
な
就
職
活
動

の
結
果
、
念
願
の
第
一
志
望

企
業
に
見
事
内
定
し
た
学

生
、
何
度
も
挫
け
そ
う
に
な

り
な
が
ら
も
、
忍
耐
強
く
活

動
を
続
け
上
場
企
業
の
内
定

を
勝
ち
得
た
学
生
、
な
ど
今

年
度
も
様
々
な
人
間
模
様
が

あ
り
ま
し
た
。
苦
労
し
た
就

職
活
動
が
学
生
時
代
の
良
き

想
い
出
と
な
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
、幼
稚
園
・

保
育
園
・
福
祉
施
設
へ
の
就

職
活
動
が
本
格
化
し
ま
す
。

夢
実
現
の
た
め
、
精
一
杯
の

健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
支
援
室
と
し
て
も
精
一

杯
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
ま

す
。
関
係
各
位
の
皆
様
の
更

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
雨
明
け
の
待
ち
遠
し
い

暮
れ
な
ず
む
午
後
四
時
、
イ

タ
リ
ア
国
立
放
送
交
響
楽
団

は
、
南
欧
の
太
陽
の
輝
き
と

涼
風
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

運
ん
で
き
た
。

一
九
九
四
年
に
ト
リ
ノ
、

ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
、
ミ
ラ
ノ

の
放
送
交
響
楽
団
を
統
合
し

て
結
成
さ
れ
た
新
し
い
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
一
九
九
五
年
の

初
来
日
以
来
八
年
ぶ
り
で
あ

る
。
開
演
前
の
ロ
ビ
ー
は
い

つ
に
な
く
静
か
で
客
席
も
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
る
。

一
階
席
の
子
ど
も
達
の
ざ
わ

め
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
百

二
十
名
を
越
え
る
楽
団
員
を

従
え
、
堂
々
た
る
風
格
の
巨

匠
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
・
デ
・
ブ
ル
ゴ
ス
が
指

揮
台
に
あ
が
る
。
冒
頭
は
お

馴
染
み
の
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲

の
歌
劇
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ

ル
」序
曲
で
、
何
と
も
明
る

い
伸
び
や
か
な
音
色
と
、
躍

動
的
な
リ
ズ
ム
感
に
、
皆
大

喜
び
だ
。
第
二
曲

目
は
ス
ペ
イ
ン
の

ロ
ド
リ
ー
ゴ
作
曲

「
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
協

奏
曲
」で
、
ソ
リ
ス

ト
に
国
際
的
に
も

高
い
評
価
を
得
て

い
る
若
手
ギ
タ
リ

ス
ト
の
第
一
人
者

村
治
佳
織
を
迎
え
、

夢
の
共
演
を
目
の

あ
た
り
に
す
る
。

幼
少
よ
り
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀

賞
を
受
け
国
内
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
全
国
の

フ
ァ
ン
が
殺
到
し
て
即
日
完

売
と
な
る
状
況
で
あ
る
。
息

を
の
む
期
待
感
の
中
、
颯
爽

と
登
場
し
た
村
治
佳
織
は
清

楚
な
大
人
の
風
格
を
見
せ
、

第
一
楽
章
の
主
題
を
生
き
い

き
と
弾
い
た
。
哀
愁
を
帯
び

た
第
二
楽
章
は
、
ス
ペ
イ
ン

王
家
の
夜
景
を
彷
彿
と
さ
せ

る
見
事
な
旋
律
表
現
で
、
聴

衆
を
幻
想
の
世
界
に
引
き
込

ん
だ
。
各
楽
章
毎
に
惜
し
み

無
く
拍
手
を
し
て
し
ま
う
小

学
生
も
気
に
な
ら
ず
、
ギ
タ

ー
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
絶
妙

な
対
峙
と
調
和
は
、
心
の
奥

底
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ム
ソ
ル
グ

ス
キ
ー
の
組
曲「
展
覧
会
の

絵
」に
移
り
、
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
の
繊
細
な
表
情
と
各
曲
の

対
比
、「
キ
エ
フ
の
大
門
」の

打
楽
器
群
の
迫
力
は
、
過
去

の
ど
の
演
奏
を
も
上
回
っ
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
の
ヒ
メ
ネ
ス

作
曲「
ル
イ
ス
・
ア
ロ
ン
ソ
の

結
婚
式
」は
、
美
味
し
い
デ

ザ
ー
ト
と
な
り
最
高
の
鑑
賞

態
度
と
相
俟
っ
て
、
心
地
よ

い
気
分
で
帰
路
に
着
く
こ
と

が
で
き
た
。

（
聖
徳
大
学
人
文
学
部
音
楽

文
化
学
科
教
授
泉
靖
彦
）
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第
三
十
六
回

実
施
報
告

「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

夏
期
保
育
大
学
」

去
る
七
月
二
十
六
日（
土
）

に
、
今
年
で
第
三
十
六
回
目

を
迎
え
た「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
夏
期
保
育
大
学
」が
本
学

七
一
〇
一
教
室
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
夏
期
保
育
大

学
は
、
例
年
二
日
間
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

開
催
日
を
一
日
の
み
に
し

て
、
受
講
生
の
負
担
を
和
ら

げ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
充

実
し
た
内
容
の
研
修
会
に
な

る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
。
当

日
の
午
前
中
は
、
十
時
か
ら

開
講
式
、
十
時
二
十
分
よ
り

十
一
時
五
十
分
ま
で
の
一
時

間
三
十
分
、
全
体
会
と
し
て

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
講
演
会
は「
子
ど
も

の
城
」小
児
保
健
部
臨
床
心

理
士
　
植
松
紀
子
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
て「
心
を
は

ぐ
く
む
保
育
」と
い
う
テ
ー

マ
で
の
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
夏
期
保
育

大
学
の
総
合
テ
ー
マ
が「
豊

か
な
心
を
育
て
る
」と
い
う

こ
と
で
、
総
合
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
お
話
を
い
た
だ
き
、
大

変
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
開
催
日
を
一
日
に
し
た

の
で
、
受
講
生
の
集
り
具
合

を
懸
念
い
た
し
ま
し
た
が
、

昨
年
度
よ
り

受
講
者
数
が

約
七
十
名
増

え
て
、
会
場

が
満
杯
の
状

況
で
し
た
。

午
後
は
昼

食
を
挟
ん
で
、

六
会
場
に
分

か
れ
て
の
分

科
会
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
今

回
の
分
科
会

も
昨
年
同
様
、

子
ど
も
の
保
育
・
教
育
等
に

関
す
る
事
項
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門

の
先
生
方
に
講
座
を
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後

四
時
過
ぎ
に
は
分
科
会
が
す

べ
て
終
了
し
、
平
成
十
五
年

度
第
三
十
六
回「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学
」も

成
功
裡
に
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
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▼シリーズコンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
シリーズ
コンサート
紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介紹介
No.１２２４
平成１５年
７月３日

イ
タ
リ
ア
国
立
放
送
交
響
楽
団

〜
ソ
リ
ス
ト
に
村
治
佳
織
を
迎
え
て
〜
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学外研修Ⅰ・Ⅱを終えて六
月
二
日
〜
六
月
二
十
九

日（
全
三
班
）ま
で
、
短
期
大

学
部
二
年
生
に
よ
る
学
外
研

修
Ⅱ
（
北
海
道
）が
、ま
た
七

月
三
十
日
〜
八
月
二
日
・
八

月
四
日
〜
七
日
・
九
月
四
日

〜
七
日
（
全
三
班
）に
分
か

れ
、
大
学
・
短
期
大
学
部
一

年
生
に
よ
る
学
外
研
修
Ⅰ

（
志
賀
高
原
）が
実
施
さ
れ
、

長
期
日
程
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
大
き
な
事
故
・
怪
我
等

も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

学
外
研
修
Ⅱ
は
、
短
大
二

年
生
に
よ
る
六
泊
七
日
の
長

期
旅
行
で
、
学
生
達
の
中
に

は
、
不
安
と
期
待
を
感
じ
な

が
ら
臨
む
人
が
大
勢
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
実
際
参
加
し

て
み
る
と
、
最
終
日
に
な
る

に
つ
れ
、
誰
も
が
北
海
道
の

大
自
然
の
魅
力
と
、
特
に
親

切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
地

の
方
々
の
温
か
い
お
も
て
な

し
に
心
奪
わ
れ
、
全
て
の
体

験
が
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と

な
っ
て
、
帰
路
の
途
に
つ
い

て
い
き
ま
し
た
。

学
外
研
修
Ⅰ
は
、
一
年
生

だ
け
の
初
め
て
の
旅
行
で
し

た
。
志
賀
高
原
の
緑
や
山
々

に
囲
ま
れ
な
が
ら
研
修
を

し
、
メ
イ
ン
の
ハ
イ
キ
ン
グ

で
は
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
時

に
は
お
互
い
に
助
け
合
い
、

大
地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
歩

い
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
夜
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
や
か
く
し
芸
大
会

等
の
行
事
を
行
い
、
ク
ラ
ス

内
の
友
人
、
先
生
方
と
の
親

睦
を
深
め
合
い
、
元
気
良
く

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

近
年
、
個
人
が
最
優
先
さ

れ
る
現
代
社
会
の
中
で
、
こ

の
研
修
旅
行
は
、
学
生
達
の

人
間
的
な「
心
」の
変
化
を
も

た
ら
し
、
ま
た
集
団
行
動
を

す
る
う
え
で
大
切
な
、
他
人

に
対
す
る「
思
い
や
り
」の
気

持
ち
が
生
ま
れ
、
こ
う
し
て

一
歩
ず
つ
社
会
人
へ
と
成
長

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

聖
徳
大
学
で
は
幼
稚
園
・

小
学
校
教
員
の
養
成
を
目
的

と
し
た
人
文
学
部
児
童
学
科

の
入
学
定
員
増
加
に
伴
い
、

学
生
の
教
育
実
習
を
行
う
幼

稚
園
の
さ
ら
な
る
確
保
の
必

要
性
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
大

規
模
な
住
宅
供
給
に
よ
る
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
浦
安

市
新
町
地
域
に
お
い
て
、
私

立
幼
稚
園
誘
致
の
計
画
が
あ

り
、
同
市
の
教
育
委
員
会
の

審
査
を
経
た
結
果
、
浦
安
市

か
ら
本
学
園
に
対
し
て
誘
致

が
決
定
し
、
学
園
と
し
て
は

七
番
目
の
幼
稚
園
と
し
て
同

幼
稚
園
開
設
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

八
月
八
日（
金
）に
真
夏
の

太
陽
の
日
射
が
照
り
つ
け
る

中
、学
校
関
係
者
、後
援
会
役

員
、
設
置
準
備
委
員
等
総
勢

六
十
名
出
席
の
も
と
、聖
徳
大

学
附
属
浦
安
幼
稚
園（
仮
称
）

の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
式
典
が

始
ま
り
、
川
並
弘
昭
理
事
長

の
鍬
入
れ
の
儀
、
続
い
て
学

校
関
係
者
に
よ
る
玉
串
奉
奠

と
お
ご
そ
か
に
地
鎮
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
直な
お

会ら
い

の

席
で
、こ
の
幼
稚
園
は
海
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
環
境
に
優

し
い
幼
稚
園
に
な
る
と
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
園
地
面
積
約

２，
０
０
０
２ｍ
園
舎
床
面
積

約
２，
０
４
６
・
４２
２ｍ
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て

で
、
完
成
は
来
年
三
月
に
な

る
予
定
で
す
。
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【 健やかな地球 】 憲章 
１ . 私達は 、 私達を育んだ豊かな地球環境を 、 自らの子どものように慈しみ 、 守り 、 育む心を持ちます 。 
２ . 私達は 、 率先して 、 地域 、 家庭 、 職場の環境負荷を減らす活動を理解し 、 それに携わります 。 
３ . 私達は 、 教育の現場で 、 地球上のみんなが環境保全の大切さを理解できるように啓蒙活動に取り組み 
ます 。 

４ . 私達は 、 教育の現場で使うエネルギーや資源の節約 、 またリサイクルへの積極的な取り組みを約束致 
します 。 

５ . 私達は 、 環境を守り 、 育む活動を通じ 、 よ り 「 健やかな地球 」 を 、 私達の大切な子どもたち に 「 手わたす 」 
ことを目指します 。 

【 東京聖徳学園環境行動方針 】 
①　 全教職員 、 学生等によ る 「 健やかな地球 」 憲章の推進 

東京聖徳学園は 、 地球環境を自らの子どものように守り 、 育む気持ちを持つことができる人間を 
育てます 。 
（ ア ） 大切な子どもたちに 、 よりよき地球環境を手わたす意識をもち 、 ボランティア等を含めた環境 

配慮活動 、 環境保全活動に積極的に取り組むことができる人間の育成に取り組みます 。 
（ イ ） 教育の現場で 、 自然に環境保護の重要性を理解できるような教育環境の整備につとめます 。 

② 「 健やかな地球 」 を守り育む 、 学びの環境の実現 
学園を取巻く豊かな自然環境と共存していくために 、 環境負荷に配慮した学園運営を行います 。 

（ ア ） 資源の有効利用の徹底による環境負荷の低い運営方法の採用を徹底します 。 
（ イ ） 学園周囲の自然環境の維持に積極的に取り組む活動を実施します 。 

③　 継続的改善の枠組み 
その達成手段として 、 「 SEITOKU  REALISE  SYSTEM 」 を構築し 、 環境目的 、 環境目標を定め 、 環 

境マネジメントプログラムを策定し 、 実施します 。 さらに環境マネジメントシステムの内部監査と 
レビューを定期的に行い 、 環境マネジメントシステムの改善に努めます 。 

④　 環境法規の遵守と汚染の未然防止 
さらに 、 環境に関連する法規制や学園が自主的に定めた環境上の要求事項を遵守し 、 職員及び学 

生等が社会の一員として汚染の未然防止や地球環境負荷の低減に貢献するという高い意識をもつ 
ように維持します 。 

⑤　 組織的取り組み 
本活動を推進するにあたり 、 我  々は 「 和 」 の精神を発揮し 、 環境方針の周知と環境教育の徹底を図 

り 、 全職 員 （ 学生等 ） が一体となって 、 将来にわたり環境活動を実践します 。 
⑥　 一般への公開 

この環境方針は一般に公開します 。 

【 環境宣言 】 
東京聖徳学園では 、 建学の精 神 「 和 」 のもとで 、 地球環境を大切にする心を育み 、 環境保全活動に積極 

的に取り組 む 「 聖徳地球市民 」 を育成すると共に 、 我々を産み 、 育んだ自然を慈しみ 、 守り続けていく為 
に 、 「 地球環境と調和 」 した学園運営を行なうことを 、 ここに宣言します 。 

２ ０ ０ ３ 年 ６ 月 ９ 日 
学校法人東京聖徳学園 
理事 長 ・ 学園長　川並　弘昭 

ISO14001『 環境方針 』 
学園では 、 建学の精 神 「 和 」 のもとで 、 理智に富み 、 情操豊かで健康な人間の育成に取り組むにあたっ 
て次の方針を掲げる 。 
①　学園の五誓に則り 、 教育の成果を上げ 、 学生等及び保護者との信頼関係を構築することにより 、 学 
生等及び保護者満足度の向上を実現する 。 

②　その達成手段として 、 教育内容の点 検 ・ 評価を推進し 、 学生等及び保護者に良質な教育を提供する 
体制を構築する 。 またこの体制は建学の精神 、 使命および目標及び五誓並びに学生等及び保護者の満 
足の観点からたえず見直し改善していく 。 

③　職務環境整備及び職員間の業務連携を改善し 、 「 和 」 の精神を発揮し 、 一体となって活力ある学園を 
実現する 。 

【 五誓 】 
一 ． 誠実 
相手に対す る 「 まこと 」 がなければ 、 如何にうまい方法を考えても又どんなに良さそうなことをして 
も 、 みんなうわべの飾りに過ぎない 。 いついかなるときでも誠実を貫かねばならない 。 
何故な ら 「 まこと 」 こそ 、 如何なる人をも動かす最大の力であるから 。 

二 ． 志気 
気魄を欠く言動は誤解される 。 私達は 、 任務遂行に当り満腔の志気を有ち 、 言動の一つ一つは志気 
の現われでなければならない 。 
志気こそは学園のエネルギーである 。 

三 ． 規律 
めいめいが勝手な力を出しても 、 互いに消し合って成果は生じない 。 
自覚ある服従と整然たる秩序に則って 、 学園のために統一した力を発揮するときに 、 それは偉大な 
力となり学園の筋金となるものである 。 

四 ． 協調 
いたずらに自己を主張し美しい人間関係をみだし 、 会議の結論にさからうことは 、 聖職にある者の 
厳に慎しむべきことである 。 
「 和 」 は本学園の建学の精神であり 、 「 和の精神 」 によってより発展するものである 。 

五 ． 研究 
研究のないところには 、 進歩はない 。 私達は 、 常に研究心を旺盛にして自らを陶冶し 、 もって資質の 
向上と能率の増進とを図り 、 学園の発展に寄与しなければならない 。 

学園は 、 学生等及び保護者に対し 、 短期的な要求に安易に迎合するのではなく 、 その後の人生の中で 
学んだ内容の良さを実感できるような教育を提供することを目指す 。 学園ではこれらの方針を確実に実 
現するために 、 毎年度はじめに学園内の各組 織 ・ 部門の具体的な目標を立て 、 定期的に達成度を確認し 、 
達成した目標については内容を見直して新たな目標を設定する 。 またこれらの方針を学園の全職員に周 
知徹底し 、 理解させる 。 

なお 、 これらの方針は 、 ISO推進委員会においてその適切性を審議し 、 変更の必要があると判断された 
場合は 、 変更される 。 

２ ０ ０ ３ 年 ６ 月 ９ 日 
学校法人東京聖徳学園 
理事 長 ・ 学園長　川並　弘昭 

ISO9001『 教育の質方針 』 

及び 同時取得を目指しています。ISO9001 ISO14001
本学園では現在幼稚園から大学院までの組織でISO9001品質（教育の質）マネジメントシステム及

びISO14001環境マネジメントシステムの同時導入に向けて準備をすすめております（本学園は教育
機関ですので、一般にいう品質マネジメントシステムを“教育の質マネジメントシステム”と読み替
えています）。2003年6月9日からシステム運用開始を宣言し、同年12月6日に行われる70周年記念式
典において認証資格取得についてリリースすることを目指しています。
現在各校・各園において随時教職員へ当該システムへのさらなる周知を行い、さらに内部監査の実

施と進め、教職員一丸となって本審査に望むべく準備をすすめています。
下に本学園の教育の質方針、環境方針をご紹介します。

東
京
聖
徳
学
園
は
、
Ｉ
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Ｏ
１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向

け
て
様
々
な
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
各
校
・
各
園

に
お
い
て
、
そ
の
地
域
の
規

準
に
沿
っ
た
ゴ
ミ
分
別
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
松

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大

学
部
、
附
属
幼
稚
園
の
位
置

す
る
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
大
学
・
短
期
大
学
部
の

学
生
に
よ
る
学
友
会
を
中
心

に
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
よ
び
か

け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ゴ
ミ
箱

は
六
種
類
に
わ
か
れ
て
お

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き

缶
・
空
き
ビ
ン
、
燃
や
せ
る

ゴ
ミ
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
燃
え
な
い
ゴ

ミ
に
分
別
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
に
わ

か
り
や
す
い
よ
う
に
ポ
ス
タ

ー
が
掲
示
さ
れ
、
分
別
の
仕

方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・

ご
来
校
さ
れ
る
皆
様
に
お

き
ま
し
て
も
ゴ
ミ
分
別
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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平
成
十
六
年
四
月
開
設
予

定
の
聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼

稚
園（
浦
安
市
日
の
出
）の
入

園
説
明
会
が
去
る
九
月
十
四

日（
日
）に
園
舎
建
設
工
事
が

進
む
現
地
に
程
近
い
市
立
日

の
出
小
学
校
の
体
育
館
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
会

場
に
収
容
し
切
れ
な
い
千
名

以
上
の
参
加
申
込
み
が
あ
り

新
設
の
幼
稚
園
へ
の
注
目
の

高
さ
が
示
さ
れ
た
形
に
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
や
む
な
く

一
家
族
二
名
の
入
場
制
限
を

し
た
う
え
で
約
四
百
組
七
百

名
の
保
護
者
や
幼
児
が
集
ま

り
、
会
場
に
は
熱
気
が
充
満

し
た
中
で
の
説
明
会
に
な
り

ま
し
た
。

は
じ
め
に
川
並
知
子
附
属

三
園
園
長
の
挨
拶
と
教
育
方

針
や
保
育
内
容
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
続
い
て
会
場

に
園
バ
ス
で
到
着
し
た
附
属

幼
稚
園
松
組
の
園
児
百
十
名

に
よ
る「
う
た
と
お
ど
り
」が

舞
台
上
で
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
突
然
の
こ
と
に
多
く
の

参
加
者
た
ち
は
と
て
も
驚
い

た
様
子
で
、
明
る
く
元
気
な

園
児
た
ち
の
演
技
に
会
場
内

▼
開
設
に
向
け
て
〜
来
年
四
月
〜

▼
新
築
工
事

地
鎮
祭

行
わ
れ
る

▼
入
園
説
明
会
に

七
百
名
参
集

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園
（
仮
称
）

オホーツク海の大海原（小清水原生花園）

壮
大
な
層
雲
峡（
大
函
）

展
望
台
か
ら
摩
周
湖
を
の
ぞ
む

▼

▼

大学・短期大学部

は
い
つ
ま
で
も
大
き
な
拍
手

が
な
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
説
明
会
の
後
半
で

は
園
児
募
集
日
程
と
応
募
方

法
の
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
三
、
四
歳
児
は
定
員

の
二
〜
四
倍
の
入
園
希
望
者

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
そ
の

抽
選
方
法
な
ど
に
つ
い
て
保

護
者
の
多
く
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

当
園
は
浦
安
市
の
中
で
も

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
住

宅
供
給
が
一
番
急
ピ
ッ
チ
に

進
め
ら
れ
て
い
る
新
町
地
域

の
中
心
に
建
設
さ
れ
る
た

め
、
向
こ
う
数
年
間
は
抽
選

に
よ
る
入
園
児
選
抜
が
行
な

わ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
、

学
園
に
と
っ
て
浦
安
と
い
う

新
た
な
地
域
社
会
に「
聖
徳

教
育
の
和
」が
ま
す
ま
す
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。



毎
年
十
月
に
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
保
育
科
Ｉ
・
Ⅱ
部

二
年
生
に
よ
る「
保
育
表
現

研
究
発
表
会
」が
行
わ
れ
ま

す
。
昭
和
三
十
九
年
の
第
一

回
以
降
、
毎
年
行
わ
れ
て
き

た
こ
の
発
表
会
は
今
年
で
三

十
九
回
目
を
数
え
ま
す
。
こ

の「
保
育
表
現
研
究
発
表
会
」

は
、
昭
和
二
十
年
代
、
聖
徳

学
園
高
等
保
育
学
校
時
代
に

同
校
生
徒
た
ち
が
日
頃
学
ん

だ
保
育
内
容
を
三
田
幼
稚
園

の
運
動
会
で
発
表
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。卒
業
と
同
時

に
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状

を
取
得
し
、
う
ち
９０
％
の
学

生
が
保
育
士
の
資
格
を
取
得

す
る
本
学
の
保
育
科
で
は
、

保
育
者
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現

力
、
創
造
性
と
と
も
に
協
調

性
や
自
主
性
を
育
て
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
発
表
会
へ
の
参

加
が
必
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
表
会
へ
む
け
て
、
学
生

は
一
年
次
の
後
半
か
ら
準
備

を
は
じ
め
ま
す
。
ク
ラ
ス
、

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
テ
ー
マ
を
決
め
、
み
ん
な

で
話
し
合
い
な
が
ら
選
曲
や

構
成
、
振
付
、
衣
装
な
ど
を

決
め
て
い
き
ま
す
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
練
習
の
中
で
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
完
成
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
主
体
性
、
意
欲
、
そ
し

て
協
調
性
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
す
ば
ら
し
い
作
品
を
演
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

七
月
下
旬
、
夏
休
み
中
も

必
死
に「
表
現
あ
そ
び
」の
練

習
に
取
り
組
む
学
生
の
様
子

を
取
材
し
ま
し
た
。
発
表
会

へ
む
け

て
、
学
生

は
忙
し
い

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
合

間
を
ぬ
っ

て
練
習
に

励
ん
で
い

ま
す
。
発

表
会
を
数

ヵ
月
後
に

控
え
、
学

生
た
ち
に

と
っ
て
は

夏
休
み
か

ら
が
追
い

込
み
で

す
。
先
生

の
ア
ド
バ

イ
ス
に
熱

心
に
耳
を
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今
年
の
表
紙
は
”ピ
ー
タ

ー
ラ
ビ
ッ
ト
“で
す
。

き
っ
か
け
は
聖
徳
大
学
図

書
館
の
児
童
文
学
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
し
た
。
聖
徳
大
学
附

属
中
学
校
・
高
等
学
校
の
創

立
二
十
周
年
の
今
年
、
本
校

は
一
冊
の
絵
本
と
出
会
い
ま

し
た
。

百
年
も
前
か
ら
自
立
し
自

ら
信
念
に
基
づ
い
て
行
動
し

た
女
性
、”ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・

ポ
タ
ー
“と
、
彼
女
の
生
み

出
し
た
と
て
も
元
気
な
ウ
サ

ギ
の
子
”ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ト
“で
す
。

絵
本
作
家
の
み
な
ら
ず
、

農
業
や
環
境
問
題
に
ま
で
生

涯
を
投
じ
た
作
者
ビ
ア
ト
リ

ク
ス
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
を

学
び
、
ピ
ー
タ
ー
の
元
気
を

分
け
て
も
ら
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
ご
紹
介
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

・・・・・・・・
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聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・

高
等
学
校

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学
校
・

聖
徳
高
等
学
校表紙の一部をめくって開く凝った作りです。
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■
臨
床
心
理
学
研
究
科

（
設
置
認
可
申
請
中
）

二
〇
〇
四
年
四
月

開
設
予
定

聖
徳
大
学
大
学
院

従
来
の
児
童
学
研
究
科
児

童
学
専
攻
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス
に
お
い
て
行
な
っ
て
き
た

児
童
臨
床
心
理
学
の
研
究
推

進
と
実
践
家
の
育
成
を
独
立

分
離
し
、
幼
児
か
ら
老
人
ま

で
す
べ
て
の
年
齢
層
を
対
象

と
し
た
心
の
問
題
の
専
門
家

を
養
成
す
る
と
共
に
、
よ
り

高
度
な
実
践
・
研
究
能
力
を

発
揮
し
う
る
人
材
の
育
成
を

目
的
に
し
て
、
新
た
に
「
臨

床
心
理
学
研
究
科
」
を
開
設

し
ま
す
。

ま
た
、
本
研
究
科
は
臨
床

心
理
学
実
践
家
と
し
て
の

「
臨
床
心
理
士
」
の
養
成
に

主
眼
を
置
い
た
博
士
前
期
課

程
と
、
臨
床
心
理
学
研
究
を

指
導
で
き
る
博
士
号
取
得
希

望
者
を
育
成
す
る
博
士
後
期

課
程
を
同
時
に
開
設
し
ま

す
。

■
音
楽
文
化
研
究
科

音
楽
専
攻
博
士
課
程

（
設
置
認
可
申
請
中
）

多
様
化
す
る
現
代
の
音
楽

活
動
に
応
え
う
る
高
度
な
研

究
・
実
践
能
力
を
養
成
す
る

と
共
に
、
日
本
で
初
め
て
音

楽
療
法
を
学
べ
る
大
学
院
と

し
て
昨
年
開
設
し
た
音
楽
文

化
研
究
科
（
修
士
課
程
）
に
、

新
た
に
「
博
士
課
程
」
を
開

設
し
ま
す
。

従
来
の
音
楽
表
現
専
攻
・

音
楽
教
育
専
攻
の
修
士
課
程

を
博
士
前
期
課
程
と
し
て
継

承
し
、
博
士
後
期
課
程
で
は

こ
の
二
専
攻
を「
音
楽
専
攻
」

の
一
専
攻
に
統
合
し
、
一
層

高
度
な
専
門
職
業
人
や
研
究

者
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
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聖
徳
大
学
図
書
館
収
蔵
の

幼
児
教
育
研
究
資
料
の
一
つ

で
あ
る
絵
本「
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
」を
シ
ン
ボ
ル
に
し
た

二
〇
〇
四
年
版
の
学
校
案
内

が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

”あ
な
た
の「
好
き
」は
何
で

す
か
？
“を
テ
ー
マ
に
、
好

き
な
こ
と
に
熱
中
す
る
こ

と
、
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け

る
こ
と
も
、
最
良
の
教
育
環

境
を
通
し
て
の
み
可
能
で
あ

る
こ
と
を
生
徒
・
保
護
者
・
卒

業
生
・
教
職
員
の
立
場
か
ら

多
角
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
和
」の
精
神
を
教
育
の
理

念
と
し
て
い
る
本
校
の
教
育

の
特
色
を
よ
り
多
く
の
児

童
・
生
徒
・
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

本
学
で
は
、毎
年
二
月
一
年
生

全
員
に
対
し
て
、
将
来
保
育
者

に
必
要
な
資
格
「
普
通
救
命
士
」

資
格
取
得
講
習
会
を
、東
京
消
防

庁
芝
消
防
署
の
ご
協
力
に
よ
り
、

本
学
に
署
員
の
方
が
出
向
い
て

い
た
だ
き
、実
施
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
学
が
こ
の
救
命

技
能
講
習
を
積
極
的
に
取
り
組

み
受
講
さ
せ
る
な
ど
応
急
救
護

の
知
識
技
術
の
取
得
に
努
め
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、「
救
急
の
日
」

で
も
あ
る
九
月
九
日（
火
）
十
時

三
十
分
よ
り
東
京
消
防
庁
芝
消

防
署
長
が
本
学
に
来
校
さ
れ
、

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
将
来
幼
稚
園
教
諭

や
保
育
士
と
し
て
現
場
に
た
つ

学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
必
要
な

基
礎
知
識
や
技
能
の
習
得
の
資

格
で
す
。

実
力
あ
る
保
育
者
に
な
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
こ
の
資

格
取
得
講
習
会
を
続
け
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
感
謝

状
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

幼
稚
園
や
保
育
所
の
現
場
に

う
か
が
い
ま
す
と
よ
く
わ
か
り

ま
す
が
、こ
れ
ら
の
現
場
で
は
、

先
生
方
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通

じ
て
保
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
理
論
さ
え
知
っ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
保
育

者
と
し
て
合
格
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
今
の
学
生
の
様
子
を
見
て

い
ま
す
と
、
特
に
グ
ル
ー
プ
活

動
が
不
得
意
で
す
。
そ
こ
で
、本

学
で
は
、演
習
・
実
習
と
い
っ
た

実
践
教
育
に
力
を
入
れ
、
保
育

者
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の

重
要
性
を
創
立
以
来
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
取
り
入
れ
、実
力
あ
る
保

育
者
の
養
成
に
努
め
て
お
り
ま

す
。入

学
し
ま
す
と
、
段
階
的
に

グ
ル
ー
プ
活
動
を
推
進
し
、
研

究
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
成

果
を
大
き
な
舞
台
で
発
表
す
る

機
会
を
三
つ
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
消
防
庁
よ
り
感
謝
状

保
育
者
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
重
要
性
！

●保育表現研究発表会（保育科第１部２年生・保育科第２部２年生）
平成１５年１０月１１日（土）１３時より 於　聖徳大学体育館

今年で４２回目をむかえる伝統行事。創作舞踊と表現
あそびがあり構成・音楽・衣装などすべてを学生たち
で作り上げて発表。保育界でも非常に高く評価され
ています。

●児童文化研究発表会（保育科第１部１年生・保育科第２部１年生）
平成１５年１１月３日（祝）１０時より 於　本校

児童文化Ⅱ・Ⅲの授業で取得した成果を発表。折り紙
や壁面デザイン、人形劇やペープサート：エプロンシア
ターなど、創作を通して子どもたちの前に立つ保育者
としての実力をつけていきます。この発表会は三田幼
稚園の「聖徳にこにこまつり」と同時開催の伝統行事。

●グループ研究発表会（保育科第１部２年生・保育科第２部３年生）
平成１６年１月１８日（日）９時より 於　本校

今年で４７回目をむかえる伝統行事。この発表は、大
学の卒業論文にあたるもの。グループに分かれて専
門領域を研究し、発表。優秀なグループは、全国保
育士養成協議会学生研究発表会に出場。

幼
児
教
育
専
門
学
校

傾
け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
練

習
に
打
ち
こ
む
学
生
の
姿
か

ら
保
育
表
現
研
究
発
表
会
へ

の
力
強
い
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
は
、
前

述
し
た
学
生
の
創
造
性
、
協

調
性
、
自

主
性
を
育

み
、
保
育

の
現
場
で

非
常
に
役

に
立
っ
て

お
り
、
高

い
評
価
を

得
て
い
ま

す
。
保
育

表
現
研
究

発
表
会
は

ま
さ
に

「
保
育
の

聖
徳
○Ｒ

」

を
象
徴
す

る
教
育
研

究
活
動
で

あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

今
年
度
の
発
表
会
は
十

月
四
日（
土
）、
聖
徳
大
学

体
育
館
に
て
九
時
十
五
分

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨

年
行
わ
れ
た
第
三
十
八
回
保

育
表
現
研
究
発
表
会
に
は
七

百
名
を
超
す
観
客
が
訪
れ
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ

ま
し
た
。

ま
た
、
幼
児
教
育
専
門

学
校
の
発
表
会
は
十
月
十

一
日（
土
）、
十
三
時
か
ら

十
五
時
半
ま
で
聖
徳
大
学

体
育
館
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

●
●
●
●
●

練習に励む学生たち
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あ
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あ
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特
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あ
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あ
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短
期
大
学
部
保
育
科

保
育
表
現
研
究
発
表
会

＊保育科の学生は1年次に上級生の「保育表現研究

発表会」を見学し、2年次に「創作舞踊」と「表現あそび」

をクラスやグループごとで発表します。また、発表会で

は大学人文学部児童学科の該当学生（幼稚園教諭免

許、保育士資格履修者）も「創作舞踊」を発表します。
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小
学
校
の
と
な
り
に
あ
る

「
聖
徳
の
子
農
園
」で
は
、
今

年
も
明
和
班
ご
と
に
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
を
し
て
い
ま

す
。
先
日
は
み
ん
な
で
草
取

り
を
し
ま
し
た
。

低
学
年
に
と
っ
て
は
草
取

り
と
い
っ
て
も
初
め
て
の
こ

と
ば
か
り
で
す
。
や
る
気
が

空
回
り
し
て
間
違
え
て
作
物

を
抜
い
て
し
ま
っ
た
り
力
が

足
り
な
く
て
葉
っ
ぱ
だ
け
を

ち
ぎ
っ
て
し
ま
っ
た
り
…
。

で
も
明
和
班
で
活
動
す
れ

ば
、
教
え
合
い
助
け
合
う
よ

さ
が
で
て
き

て
失
敗
も
な

く
な
っ
て
き

ま
す
。
高
学

年
が
手
本
を

見
せ
な
が
ら

や
り
方
を
教

え
た
り
、
班

で
役
割
分
担

を
し
て
抜
く
人
と
運
ぶ
人
を

決
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
通
し
て
互
い
の
交
流

も
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、

ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
は
植
え
つ
け
も

大
成
功
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は

順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

秋
の
収
穫
を
み
ん
な
で
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
学
園
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
目
標
の
一
つ

に
、「
環
境
問
題
を
解
決
し

て
い
け
る
人
材
の
育
成
」が

あ
り
ま
す
。
環
境
問
題

と
い
う
と
、
野
生
の
生

き
物
の
絶
滅
、
地
球
温

暖
化
、
酸
性
雨
、
環
境

ホ
ル
モ
ン
の
問
題
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
自
然
生

態
系
が
破
壊
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
起
き
て
い
る

問
題
で
す
。
解
決
す
る

方
法
は
次
の
二
つ
で
す
。

①
野
生
の
生
き
物
が
暮

ら
す
自
然
を
守
り
育
て
る

②
な
る
べ
く
ゴ
ミ
を
だ
さ
な
い

「
聖
徳
の
子
農
園
」で
は
、

環
境
教
育
を
体
験
す
る
場
と

「
聖
徳
の
子
農
園
」

明
和
班
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サ
ツ
マ
イ
モ
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農
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農
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農
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農
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農
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農
園
」

明
和
班
で
サ
ツ
マ
イ
モ

「
聖
徳
の
子
農
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明
和
班
で
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「
聖
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の
子
農
園
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明
和
班
で
サ
ツ
マ
イ
モ

「
聖
徳
の
子
農
園
」

明
和
班
で
サ
ツ
マ
イ
モ

「
聖
徳
の
子
農
園
」

明
和
班
で
サ
ツ
マ
イ
モ

「
聖
徳
の
子
農
園
」

明
和
班
で
サ
ツ
マ
イ
モ

SOA公開講座の第Ⅰ期はすでに終了し、現在は第Ⅱ期を開講中です。第Ⅱ期の
開講講座数は７２講座で、心理・教育、語学、文学、芸術・文化等いろいろなジャンル
の講座を開講しており、最終的には１２月中旬まで約３ヶ月間開講いたします。また、
次回第Ⅲ期については、引き続き来年１月から開講いたします。是非この機会に受講
していただきますようご案内いたします。詳細については、生涯学習課までお問い合
わせください。（TEL.０４７・３６５・１１１１（大代）生涯学習課）
第Ⅱ期の開講講座と第Ⅲ期の開講予定講座の一部をご紹介させていただきます。
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平成15年度SOA 公開講座のご案内

講座名
ＳＯＡ栄養と健康シリーズ（１）
子どもの楽しさを知ろう
算数を好きにする小話
古文書にみる幕末社会
何才からでもできる人生再出発
今日における学力の問題を考える
身近な魚たちをもっと詳しく知りましょう
ビジネスライティング入門

講師名
学部生活文化学科教員
加藤　敏子
手島　勝朗
大庭　邦彦
島田　　薫
加藤　好男
木村　善保
青柳由紀江

講座名
ジェンダーから見た心理学
私の古典歳時記（１）
表現力と心を育てる無意識の言語
「オペラ」の楽しみ
実用書道に親しむ
いろいろな脳の病気
良寛十考3

講師名
相良　順子
正道寺康子
渡部・吉岡
前野　　隆
内藤　望山
小田　雅也
市川隆一郎

【第Ⅱ期】（抜粋）

【第Ⅲ期】（抜粋）

※上記の他、語学、文学、芸術等いろいろな講座がございます。

し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
に

触
れ
、
植
物
の
成
長
を
観
察

し
、
落
ち
葉
を
集
め
て
堆
肥

を
つ
く
り
な
が
ら
自
然
生
態

系
と
関
わ
り
ま
す
。
小
学
校

に
は
、
小
動
物
舎
や
広
い
芝

生
の
校
庭
、
豊
か
な
樹
木
な

ど
に
恵
ま
れ
た
環
境
も
あ

り
、
さ
ら
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
野
生
の
生
き
物
の

た
め
に
、
そ
し
て
二
十
一
世

紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
い
か
に
自
然
と
共
存

し
て
い
く
か
が
重
要
な
テ
ー

マ
で
す
。

夏
季
休
業
を
目
前
と
し
た

七
月
十
九
日
、
全
校
生
徒
に

よ
る
合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ス
合
唱
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に
朝
夕
練
習
を
毎

日
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
ど
の
ク
ラ
ス
も
熱
が
こ
も

る
中
、
六
年
Ｃ
組
が
高
校
生

の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
三

年
Ａ
組
が
見
事
三
年
連
続
最

優
秀
賞
を
手
に
入
れ
ま
し

た
。
生
徒
の
作
文
を
紹
介
致

し
ま
す
。

「
三
年
間
の
合ド

唱ラ

祭マ

」

一
、二
年
に
引
き
続
き
の
最

優
秀
賞
を
頂
い
た
瞬
間
、
私

た
ち
は
た
だ
、「
や

っ
た
ー
！
」と
い
う

言
葉
し
か
出
ず

に
、
泣
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
と
涙
の

中
に
、
私
た
ち
が

三
年
間
は
ぐ
く
ん

で
き
た
、
努
力
と

協
力
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
私
た

ち
を
最
優
秀
賞
ま

で
導
い
た
も
の
と

言
え
ば
、
一
年
ご

と
に
起
こ
る
ド
ラ

マ
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
一
年
生
の

頃
は
賞
に
入
れ
ば
よ
か
っ
た

方
で
す
か
ら
、
気
合
は
あ
り

ま
し
た
が
向
上
心
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
二
年
生
の
頃

は
、
一
年
生
の
時
の
歌
声
よ

り
も
も
っ
と
上
を
目
指
そ
う

と
、
そ
し
て
ま
た
、
最
優
秀

賞
を
取
ろ
う
と
、
皆
必
死
で

頑
張
り
ま
し
た
。そ
し
て
、三

年
生
。二
年
間
連
続
の
最
優

秀
賞
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、

小
さ
な
仲
違
い
な
ど
問
題
が

数
々
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
中
に
も
ま
た
、
小

さ
い
け
れ
ど
大
切
な
ド
ラ
マ

が
あ
り
、
皆
の
心
は
一
つ
に

ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
た
ち
三
Ａ
の
最
後
の
合

唱
祭
。
そ
し
て
、
最
後
の
最

優
秀
賞
。
こ
れ
を
精
一
杯
作

り
出
し
て
く
れ
た
皆
に
、
協

力
し
て
く
れ
た
皆
に
、
心
か

ら
、
あ
り
が
と
う
を
。
こ
れ

か
ら
も
三
Ａ
の
協
力
心
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
年
Ａ
組
合
唱
リ
ー
ダ
ー
　

佐
々
木
美
歌
）

・・・・・・・・
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附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属小

学
校
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合
前
の
ミ
ー
テ
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ン
グ
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７
月
１３
日
か
ら
２７
日
ま
で

の
日
程
で
第
１０
回
世
界
水
泳

選
手
権
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
が

ス
ペ
イ
ン
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
泳
で

日
本
人
選
手
が
世
界
新
記
録

を
更
新
す
る
な
ど
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
今
大
会
で
す

が
、
木
村
文
明
監
督（
聖
徳

大
学
附
属
聖
徳
中
学
校
・
聖

徳
高
等
学
校
教
諭
）率
い
る

水
球
女
子
日
本
代
表
は
１１
位

の
結
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
監
督
の
ほ
か
４

名
の
学
生
・
生
徒
が
女
子
日

本
代
表
選
手
と
し
て
プ
レ
ー

し
、
チ
ー
ム
の
活
躍
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

日
本
代
表
は
予
選
グ
ル
ー

プ
Ｂ
組
で
ロ
シ
ア
・
オ
ラ
ン

ダ
・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
３
か
国

と
対
戦
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
に
は
敗
れ
た
も
の

の
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
１２
‐
４

で
勝
利
し
、
２
回
戦
へ
と
進

み
ま
し
た
。
２
回
戦
で
は
シ

ド
ニ
ー
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
対
戦
し
ま
し
た
が
、１
‐
１２

と
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
勝
て
ば
９
位
・
１０

位
出
場
と
な
る
ド
イ
ツ
戦
で

も
８
‐
１１
と
一
歩
お
よ
ば

ず
、
１１
位
・
１２
位
決
定
戦
で

ブ
ラ
ジ
ル
と
ぶ
つ
か
り
ま
し

た
。
結
果
、４
‐
３
と
勝
利

し
、
２
勝
４
敗
で
１１
位
の
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

結
果
は
前
大
会（
２
０
０

１
年
福
岡
大
会
）と
同
じ
１１

位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、

前
大
会
の
１２
か
国
中
、
１１
位

の
成
績
と
比
べ
今
大
会
は
参

加
１６
か
国
中
１１
位
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
代
表
は
大
き
く

前
進
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
ア
テ
ネ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
来
年
に
控
え
、

女
子
日
本
代
表
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

水
球
女
子
日
本
代
表
１１
位
！

本
学
選
出
メ
ン
バ
ー
奮
闘

第
１０
回

世
界
水
泳
選
手
権
大
会

［予選グループＢ組］

日本×４‐１３〇ロシア

日本×３‐１５〇オランダ

日本〇１２‐４×ベネズエラ

［セカンドラウンド］

日本×１‐１２〇オーストラリア

［９位・１０位決定戦出場］

日本×８‐１１〇ドイツ

［１１位・１２位決定戦］

日本〇４‐３×ブラジル

■女子水球競技結果

私
自
身
初
め
て
の
世
界
大

会
代
表
監
督
と
し
て
大
き
な

期
待
を
抱
き
参
加
し
、
結
果

１６
チ
ー
ム
中
第
１１
位
と
い
う

成
績
で
終
え
、
本
学
園
の
学

生
３
名
、
高
校
生
１
名
も
代

表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し

チ
ー
ム
へ
貢
献
し
ま
し
た
。

率
直
な
印
象
は
、
女
子
水

球
界
の
レ
ベ
ル
も
非
常
に
向

上
し
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
と
の
差
が
大
き
く
、
ベ
ス

ト
８
に
入
る
こ
と
は
相
当
な

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
来
年

ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
ア
ジ
ア
予

選
で
１
位
に
な
れ
ば
参
加
資

格
を
獲
得
で
き
ま
す
。
こ
の

大
き
な
経
験
を
生
か
し
、
選

手
共
々
９
月
中
旬
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
で
行
わ
れ
る
ア
ジ
ア

予
選
に
向
け
尽
力
い
た
し
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
温
か
い
ご
声
援
を

賜
わ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日本代表の選手たち 前列右から2番目が行天朋加さん（聖徳高校体育科1年）、3番目が荒
井桃子さん（聖徳大学児童学科3年）、左から2番目が沼崎未来さん（大学児童学科1年）。後列右
から2番目が河崎茉里さん（大学児童学科1年）。

第
１０
回

世
界
水
泳
選
手
権
を

終
え
て

木
村
　
文
明

水
球
女
子
日
本
代
表
監
督

（
聖
徳
中
学
校
・

聖
徳
高
等
学
校
教
諭
）
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幼
稚
園
で
は
、
年
六
回
の

防
災
訓
練
を
計
画
し
行
っ
て

い
ま
す
。
地
震
や
火
災
を
想

定
し
行
う
防
災
訓
練
の
中

で
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
体

で
感
じ
た
り
、
地
震
時
の
身

の
守
り
方
を
指
導
し
た
り
す

る
た
め
に
、
起
震
車
を
八
王

子
市
よ
り
お
借
り
し
、
体
験

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
消
防

署
の
方
の
お
話
を
全
員
で
伺

い
実
施
に
な
り
ま
す
。「
怖

そ
う
だ
ね
。」、「
机
の
脚
を

つ
か
め
ば
大
丈
夫
だ
よ
。」

と
、
子
ど
も
同
士
で
話
し
て

い
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
子

ど
も
達
の
中
に
は
、
地
震
の

恐
ろ
し
さ
が
ま
だ
理
解
で
き

て
い
な
い
子
ど
も
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
が
、
起
震
車
が
実

際
に
揺
れ
る
の
を
見
て
み
る

と
、
目
を
丸
く
し
驚
い
て
い

る
子
ど
も
の
姿
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
実
際
に
松
組

の
代
表
の
子
ど
も
達
が
起
震

車
に
乗
り
揺
れ
の
怖
さ
を
体

感
し
ま
す
。
起
震
車
に
乗
っ

た
子
ど
も
達
か
ら
、「
す
ご

く
怖
か
っ
た
よ
。」「
地
震
は

絶
対
起
き
ち
ゃ
嫌
だ
よ
。」と

言
う
声
が
出
て
き
て
、
地
震

の
恐
ろ
し
さ
を
体
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
良
い
体
験
と
な

っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
子
ど

も
達
も
、
起
震
車
の
揺
れ
方

を
見
た
り
、
乗
っ
て
い
る
子

ど
も
達
の
必
死
の
姿
を
見
た

り
し
て
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
感
じ
と
る
こ
と
の

で
き
る
良
い
訓
練
に
な
っ
て

い
ま
す
。
又
教
職
員
も
、
子

ど
も
達
の
命
を
守
る
こ
と
の

創
立
七
十
周
年
の
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
・
１
４
０
０
１
認

証
取
得
の
た
め
に
昨
年
よ
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
日
々
の
幼
稚
園
生
活
の

中
で
幼
児
に
も
で
き
る『
環

境
教
育
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
）は
何
か
？
』を
教
職
員

で
考
え
た
と
き
先
ず
ご
み
の

分
別
か
ら
始
め
よ
う
と
話
し

ま
し
た
。
成
田
市
は
ゴ
ミ
の

分
別
に
つ
い
て
細
か
く
決
ま

り
が
あ
り
、
以
前
よ
り
職
員

室
や
厨
房
で
は
ゴ
ミ
の
仕
分

け
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
六
月
よ
り
幼
児
に

も
ゴ
ミ
の
仕
分
け
が
で
き
る

よ
う
に
、
各
保
育
室
に
ゴ
ミ

箱
を
二
種
類
準
備
し
ま
し
た
。

幼
児
が
登
園
し
て
き
て
、

ゴ
ミ
箱
に
気
づ
き「
先
生
、こ

れ
何
で
、も
え
る
ゴ
ミ
っ
て
書

い
て
あ
る
の
、こ
っ
ち
は
も
え

な
い
ゴ
ミ
っ
て
書
い
て
あ
る

よ
？
」と
早
速
聞
い
て
く
る

幼
児
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
、
ゴ
ミ
を
捨

て
に
行
く
度
に
、
「
ね
え

先
生
こ
れ
は
、
も
え
る
ゴ
ミ

か
な
？
そ
れ
と
も
も
え
な

い
ゴ
ミ
？
ど
っ
ち
？
」ゴ
ミ

箱
の
前
で
幼
児
が
首
を
傾
げ

困
っ
た
顔
で
手
に
持
っ
た
紙

く
ず
と
プ
リ
ン
カ
ッ
プ
を
見

つ
め
ゴ
ミ
の
分
別
を
聞
く
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
徐
々

に
幼
児
自
身
も
考
え
る
よ
う

に
促
が
し
て
き
た
と
こ
ろ
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
石
油
製
品

に
対
し
て「
燃
や
す
と
黒
い

煙
が
で
て
臭
い
よ
！
」「
燃
え

た
時
水
あ
め
み
た
い
だ
っ
た

よ
！
」等
家
庭
で
の
経
験
を

話
す
幼
児
が
出
る
な
ど
、
環

境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

友
達
同
士
で「
こ
れ
ど
っ
ち

か
な
？
」と
話
し
な
が
ら
ゴ

ミ
の「
分
別
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ケ
ー
ス
の
裏
側
を
見
て
、

「
あ
っ
！
こ
れ
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
か
ら

洗
っ
て
捨
て
る
ん
だ
よ
！
」

と
自
分
の
知
っ
て
い
る
情
報

を
少
し
得
意
気
の
顔
で
先
生

や
友
達
に
話
す
姿
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
よ
り
父
母
の
会
幹

事
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、

新
聞
雑
誌
、
ア
ル
ミ
缶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
回
収
し
廃

品
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら

い
、
絵
本
や
玩
具
等
を
購
入

し
幼
児
に
還
元
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
幼
稚
園

生
活
の
中
で
幼
児
が
、
遊
び

や
活
動
の
中
か
ら
環
境
問
題

に
自
ら
気
づ
き
学
ぶ
機
会
が

持
て
る
よ
う
に
日
々
、
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
三
日
文
化
の
日
に

三
田
校
舎
で
は
三
田
幼
稚
園

と
幼
児
教
育
専
門
学
校（
一

年
生
）と
の
合
同
に
よ
る『
聖

徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
』が
行

わ
れ
ま
す
。
幼
稚
園
父
母
の

会
主
催
と
す
る
献
品
コ
ー
ナ

ー
・
子
ど
も
達
の
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
お
化
け

屋
敷
、
家
族
で
過
ご
せ
る
模

擬
店
な
ど
保
育
室
や
園
庭
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

専
門
学
校
の
教
室
で
は
、
学

生
が
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
・
紙

芝
居
・
人
形
劇
な
ど
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
際
に
園
児

や
保
護
者
、
卒
園
生
、
未
就

園
児
の
前
で
行
い
大
変
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
学

生
は
こ
の
よ
う
な
催
事
準
備

を
放
課
後
行
い
目
的
に
向
か

い
学
生
同
士
で
協
力
し
あ
う

と
て
も
貴
重
な
行
事
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
当
日
は
保
護
者
の
お
手

伝
い
を
頂
き
近
所
の
方
々
や

幼
稚
園
の
見
学
を
兼
ね
た

方
、
願
書
提
出
の
方
、
専
門

学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
者
を
は
じ
め
懐
か
し

い
卒
園
生
・
在
園
生
で
賑
や

か
な
一
日
と
な
り
ま
す
。
子

ど
も
達
は
小
さ
な
手
に
、
十

円
玉
や
百
円
玉
を
握
り
締

め
、
さ
さ
や
か
な
買
い
物
を

楽
し
み
ま
す
。
今
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
一
方
的
な

買
い
物
で
経
験
が
少
な
く
な

っ
た「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」「
こ

れ
く
だ
さ
い
」「
い
く
ら
で
す

か
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」な
ど
の
買
い
手
側
と

売
り
手
側
の
言
葉
の
や
り
と

り
の
経
験
も
出
来
る
ほ
ほ
え

ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
る
三
田

校
舎
の
温
か
い
雰
囲
気
の
行

事
で
す
。

﹇
鼓
友
会
﹈の
素
敵
な
太
鼓
の

音
で
盆
踊
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
な
り
、
親
子
一
緒
に
や

ぐ
ら
を
中
心
に
二
重
、
三
重

の
踊
り
の
輪
が
で
き
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
で
盆
踊
り
が

展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
盆

踊
り
お
な
じ
み
の
東
京
音

頭
、
炭
鉱
節
、
子
ど
も
ソ
ー

ラ
ン
節
そ
し
て
子
ど
も
の
大

好
き
な
お
じ
ゃ
魔
女
音
頭
な

ど
な
れ
な
い
ゆ
か
た
姿
で
は

あ
り
ま
し
た
が
元
気
い
っ
ぱ

い
踊
り
ま
し
た
。

一
緒
に
き
て
い
た
卒
園
生

も
園
長
先
生
の
誘
い
の
言
葉

に
踊
り
の
輪
の
中
に
入
り
始

め
、
始
め
は「
忘
れ
ち
ゃ
っ

た
」と
照
れ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も「
思
い
出
し
た
」「
踊

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
元

気
よ
く
踊
っ
て
い
る
姿
を
み

て
い
る
と
、
人
と
人
と
の
豊

か
な
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
る
こ

の
行
事
を
永
く
続
け
て
き
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
盆
踊
り
の
締
め
く

く
り
は
花
火
大
会
で
す
。
本

部
や
姉
妹
園
の
男
性
職
員
に

お
手
伝
い
い
た
だ
き
色
々
な

仕
掛
花
火
を
見
せ
て
い
た
だ

き
満
足
し
き
っ
た
顔
で
降
園

し
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
の

良
さ
を
伝
え
て
い
か
れ
る
行

事
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
子

ど
も
た
ち
の
心
に
刻
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
古
く
か
ら
の
伝
統

で
あ
り
、
夏
の
風
物
詩
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る「
盆
踊
り
」が

一
学
期
の
終
業
式
の
日
の
夕

方
、
手
作
り
の「
や
ぐ
ら
」に

ち
ょ
う
ち
ん
を
飾
っ
た
園
庭

に
自
分
の
作
っ
た
う
ち
わ
を

手
に
ゆ
か
た
姿
の
親
子
づ
れ

が
三
々
五
々
や
っ
て
き
ま
し

た
。
午
前
中
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
に
び
っ
く
り
し
た
り
、

喜
ん
だ
り
と
様
々
な
表
情
の

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
盆
踊

り
を
始
め
た
頃
よ
り
ご
協
力

頂
い
て
お
り
ま
す
愛
宕
太
鼓

本
園
で
は
”優
れ
た
人
材

の
育
成
は
、す
ぐ
れ
た
環
境

か
ら
“と
い
う
信
念
を
貫
い

て
施
設
・
設
備
の
充
実
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
教
材
は

ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
手
づ
く

り
の
も
の
を
心
が
け
園
庭
遊

具
・
ま
ま
ご
と
の
家
・
絵
本
コ

ー
ナ
ー
・
製
作
コ
ー
ナ
ー
等

は
園
長
先
生
自
ら
の
考
案
で

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
凝
ら

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
、子
ど
も
達
の
限
り
な
い
想

像
力
を
育
て
る
場
と
し
て
自

由
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
特
に
人
気
の
高
い

の
は
”
ま
ま
ご
と
の
家
“
。

各
保
育
室
に
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
て
設
置
し
て
あ
る
二
階
建

の
”ま
ま
ご
と
の
家
“は
子
ど

も
達
に
と
っ
て
絶
好
の
遊
び

場
で
毎
日
楽
し
い
会
話
が
弾

み
ま
す
。
家
の
中
に
は
、
手

づ
く
り
の
流
し
台
・
食
器

棚
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
テ
ー

ブ
ル
・
椅
子
等
の
家
庭
用
品

を
添
え
て
あ
り
、
遊
ぶ
メ
ン

バ
ー
や
そ
の
日
の
気
分
で
い

ろ
い
ろ
配
置
替
え
を
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
家
の

中
で
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
口
調

や
身
の
こ
な
し
は
、
ミ
ニ
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
そ
の
も

の
で
す
。
子
ど
も
達
の
日
々

の
家
庭
の
様
子
、
家
族
の
会

話
内
容
が
よ
く
伝
わ
り
つ
い

笑
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
遊

び
は
生
活
そ
の
も
の
で
す

が
、
た
く
さ
ん
の
友
達
と
の

遊
び
の
中
で
ト
ラ
ブ
ル
や
葛

藤
・
挫
折
感
・
成
功
感
な
ど
を

体
験
し
た
り
思
い
や
り
の
心

が
芽
ば
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
子
ど
も
達
が
自
ら
環
境
に

関
わ
り
、
常
に
好
奇
心
を
広

げ
探
究
心
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
な
工
夫
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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信

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
●
●
●

●

●

三
田
幼
稚
園

「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」

八
王
子

中
央
幼
稚
園

「
防
災
訓
練
」

起
震
車
を
体
験
し
て

多
摩

中
央
幼
稚
園

一
学
期
の
締
め
く
く
り
の

「
盆
踊
り
」を
終
え
て

大
切
さ
を
確
認
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
絵
本
に
魅
せ
ら
れ

て
当
園
で
は
長
年
、
よ
り
良

い
絵
本
環
境
を
整
え
幼
児
が

素
晴
ら
し
い
絵
本
と
の
出
会

い
が
で
き
る
よ
う
考
え
試
み

て
き
ま
し
た
。

二
階
に
は
約
三
千
七
百
冊

の
蔵
書
の
あ
る
絵
本
の
部
屋

が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
絵
本

を
通
し
て
先
生
や
友
達
と
一

緒
に
過
ご
し
た
り
、
自
分
の

好
き
な
本
を
選
び
静
か
に
見

入
っ
て
い
た
り
、先
生
の
声
で

吹
き
込
ん
だ
テ
ー
プ
を
イ
ヤ

ホ
ー
ン
で
聴
き
な
が
ら
本
の

頁
を
め
く
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

一
方
ク
ラ
ス
の
中
に
は
幼

絵
本
は
間
接
体
験
で
は
あ

り
ま
す
が
、
表
紙
や
頁
を
め

く
る
だ
け
で
夢
の
国
へ
、
科

学
の
国
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
幼
児
の
想

像
力
や
冒
険
心
、
探
究
心
や

正
義
感
を
育
て
、
ユ
ー
モ
ア

や
淋
し
さ
や
優
し
さ
等
も
感

児
が
好
き
な
時
間
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

担
任
が
ク
ラ
ス
の
構
造
や
採

光
、
幼
児
の
年
齢
や
活
動
動

線
な
ど
を
考
え
工
夫
し
て
設

定
し
た
も
の
で
す
。幼
児
が
自

ら
い
ろ
い
ろ
な
環
境
に
か
か

わ
り
主
体
的
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
考
え
た
コ
ー
ナ
ー
の

ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
物
的
環
境
だ
け
で
は
幼

児
は
絵
本
の
世
界
に
到
達
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保

育
者
の
援
助
が
ど
う
し
て
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。安
易

に
絵
本
を
取
り
扱
う
こ
と
の

な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
と
共

に
今
後
も
保
育
者
と
し
て
の

援
助
の
あ
り
方
を
更
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

附
属
幼
稚
園

夢
の
ス
ペ
ー
ス
　

絵
本
コ
ー
ナ
ー

附
属
第
二
幼
稚
園

み
ん
な
大
好
き
！

ま
ま
ご
と
の
家

附
属
第
三
幼
稚
園

幼
稚
園
に
お
け
る

環
境
教
育
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聖徳大学大学院（共学／昼・夜開講）
入試日 

博
士
前
期
課
程
／
修
士
課
程 

一般入試Ａ 
社会人特別入試Ａ 
私費留学生特別入試Ａ 
一般入試Ａ（音楽） 
社会人特別入試Ａ（音楽） 
私費留学生特別入試Ａ（音楽） 

内部推薦入試 
一般入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 

内部推薦入試Ｂ 
内部推薦入試Ｂ（音楽） 
一般入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 
私費留学生特別入試Ｂ 
内部推薦入試Ｃ 
一般入試Ｂ（音楽） 
社会人特別入試Ｂ（音楽） 
私費留学生特別入試Ｂ（音楽） 
内部推薦入試Ｃ（音楽） 

１１月３０日（日） 
１１月２９日（土）、３０日（日） 

１０月１２日（日） 

２月２９日（日） 

一般入試Ａ 
社会人特別入試Ａ １１月３０日（日） １１月１０日（月）～１１月２０日（木） 

２月９日（月）～２月１９日（木） 

２月２９日（日） 

２月２７日（金） 
２月２９日（日） 

１０月１１日（土） 
１０月１２日（日） 

１１月１７日（月）～１１月２６日（水） 

２月９日（月）～２月２５日（水） 

９月２２日（月）～１０月８日（水） 

博
士
後
期
課
程 

願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学大学院通信課程

通
信
教
育 

４月生Ａ日程（前期課程） １月５日（月）～１月２１日（水） 
１月２５日（日） 

４月生Ａ日程（後期課程） １月５日（月）～１月１６日（金） 
４月生Ｂ日程（前期課程） ２月２日（月）～３月  ３日（水） 

３月７日（日） 
４月生Ｂ日程（後期課程） ２月２日（月）～２月２７日（金） 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学人文学部編入学（女子）聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

一般入試Ａ 
社会人特別入試Ａ １１月９日（日） １０月２７日（月）～１１月６日（木） 

内部推薦入試Ｃ 
一般入試Ｂ ２月２５日（水） ２月９日（月）～２月２１日（土） 

内部推薦入試Ｃ 
一般入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 

２月２５日（水） ２月９日（月）～２月２１日（土） 

一般入試Ａ １０月２７日（月）～１１月６日（木） １１月９日（日） 

内部推薦入試Ｂ １１月１７日（月）～１１月２８日（金） １１月３０日（日）AM

内部推薦入試Ｂ １１月１７日（月）～１１月２８日（金） １１月３０日（日）PM

編
入
学 

専
攻
科 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学幼児教育専門学校

前期Ａ日程 １１月  １日（土） １１月２３日（日） 
前期Ｂ日程 １１月２５日（火） 

～ 
～ 
１１月２１日（金） 
１２月１８日（木） １２月２０日（土） 

後期Ａ日程 １月  ８日（木） ～ １月２３日（金） 
１月２６日（月） ２月  ６日（金） 
２月  ９日（月） ２月２０日（金） 
２月２３日（月） ３月１２日（金） 

１月２４日（土） 
後期Ｂ日程 ～ ２月  ８日（日） 
後期Ｃ日程 ～ ２月２１日（土） 
後期Ｄ日程 ～ ３月１３日（土） 

前期Ａ日程 １０月  １日（水） １０月１２日（日） 
前期Ｂ日程 １０月１４日（火） 

～ 
～ 
１０月  ９日（木） 
１０月２８日（火） １０月３０日（木） 

前期Ｃ日程 １１月  １日（土） ～ １１月２１日（金） １１月２３日（日） 
前期Ｄ日程 １１月２５日（火） ～ １２月１８日（木） １２月２０日（土） 
後期Ａ日程 １月  ８日（木） ～ １月２３日（金） 

１月２６日（月） ２月  ６日（金） 
２月  ９日（月） ２月２０日（金） 
２月２３日（月） ３月１２日（金） 

１月２４日（土） 
後期Ｂ日程 ～ ２月  ８日（日） 
後期Ｃ日程 ～ ２月２１日（土） 
後期Ｄ日程 ～ ３月１３日（土） 

推
薦
入
試
・
特
別
入
試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

聖徳大学附属聖徳中学校・聖徳高等学校

推薦入試 １２月７日（日） 

窓口での出願期間  
１２月４日（木）～１２月６日（土） 
郵送での出願期間  

１１月２８日（金）～１２月３日（水）必着 

一般入試第二回 ２月８日（日） 

窓口での出願期間  
２月５日（木）～２月７日（土） 
郵送での出願期間  

１月３０日（金）～２月４日（水）必着 

一般入試第一回 １月６日（火） 

窓口での出願期間  

１月５日（月） 
１２月２５日（木）～１２月２７日（土） 

郵送での出願期間  
１２月１９日（金）～１２月２４日（水）必着 

中
学 

高
校 

推薦入試 １月９日（金） １２月１６日（火）～１２月１７日（水） 
一般入試 １月１８日（日） １月１３日（火）～１月１４日（水） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

聖徳大学人文学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

公募推薦入試（一芸） 
入寮希望者推薦入試 
入寮希望者推薦入試（一芸） 
総合学科推薦入試 
専門高校推薦入試 

自己推薦入試Ａ 
適性推薦入試Ａ 
私費留学生特別入試Ａ 
帰国子女特別入試Ａ 
社会人特別入試Ａ 

自己推薦入試Ｃ 
適性推薦入試Ｃ １２月２０日（土） １２月８日（月）～１２月１８日（木） 

私費留学生特別入試Ｂ 
帰国子女特別入試Ｂ 
社会人特別入試Ｂ 

２月２日（月） １月１３日（火）～１月３０日（金） 

自己推薦入試Ｂ 
適性推薦入試Ｂ 
同窓会推薦入試Ｂ 
後援会推薦入試Ｂ 

１１月３０日（日） 

内部推薦入試 １０月１４日（火） １０月２２日（水） 

エリア入試（推薦） １０月２７日（月）～１１月４日（火） １１月７日（金） 
公募推薦入試 

専修学校推薦入試 

１０月２７日（月）～１１月６日（木） １１月８日（土）～９日（日） 

エリア入試（一般） １月１３日（火）～１月２７日（火） １月３１日（土） 
一般入試Ａ １月１３日（火）～１月３０日（金） ２月１日（日）～３日（火） 

一般入試B ２月９日（月）～２月２１日（土） ２月２４日（火）～２５日（水） 
一般入試C ２月２６日（木）～３月６日（土） ３月９日（火）～１０日（水） 

指定校入試 
同窓会推薦入試A 
後援会推薦入試A
指定校入試 
同窓会推薦入試A 
後援会推薦入試A

１１月７日（金）AM

１１月７日（金）PM

１０月２７日（月）～１１月５日（水） 

１０月２７日（月）～１１月６日（木） 

１１月１７日（月）～１１月２８日（金） 

１１月８日（土） 

大
学
／
短
大 

大学／短大 

大
学 

短
大 

短大 

大
学
／
短
大 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

大学入試センター試験 １月１７日（土）～１８日（日） 

※試験日自由選択制（音楽文化学科を除く）

聖徳大学附属小学校

内部入試 １０月８日（水） ９月２４日（水）～１０月６日（月） 
一般入試第Ⅰ期  １１月８日（土） １０月２０日（月）～１１月６日（木） 
一般入試第Ⅱ期  １２月１３日（土） １２月１日（月）～１２月１１日（木） 

入試日 願書受付期間 入試区分 

三田幼稚園・八王子中央幼稚園・多摩中央幼稚園

三田幼 １１月５日（水） 
八王子幼 １１月４日（火） 
多摩幼 

面接 
面接 
面接 １１月２日（日） 

１１月１日（土）～3日（月） 
１１月１日（土）～2日（日） 
１１月１日（土） 

入試日 願書受付 選考 

附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属第三幼稚園

附幼 １１月２日（日） 
附二幼 １１月２日（日） 
附三幼 

入園テスト 
入園テスト 
入園テスト １１月１日（土） 

１１月１日（土） 
１１月１日（土） 
１１月１日（土） 

入試日 願書受付 選考 

平成16年度　入試日程

・問い合わせ 聖徳大学 通信教育部
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550 TEL.047-365-1200（直通）

FAX.047-331-7422（直通）
ホームページ　http://www.seitoku.ac.jp/ Eメール tsuushin@seitoku.ac.jp

聖徳は、あなたの「学びたい気持ち」を応援していきます。

■大学通信教育部人文学部
（児童学科、英米文化学科、日本文化学科）

■短期大学部通信教育部（保育科、専攻科保育専攻）

10月生願書受付中！ 11月30日（日）まで
（平成16年1月20日より4月生願書受付開始）

■大学院児童学研究科
（通信教育課程　児童学専攻／博士課程〔前期／後期〕）

聖徳大学・通信教育（学）東京聖徳学園 セミナーハウス

信州春日温泉 かすが荘

長野県北佐久郡望月町春日温泉　TEL：0267-52-2111／FAX：0267-52-2119

紅葉シーズンには露天風呂からの眺めは格別！ご予約はお早めに！

のんびり過ごすにはかすが荘の温泉が１番！現在は追加料理で「カニ料理」も
お召し上がりいただけます！詳細はフロントまでお問い合わせください！

ＴＯＰＩＣＳ
セミナーハウス
かすが荘の
ウェブサイトが
オープンしました！
学園ホームページより
ご覧ください！

祭徳聖
日程

１０
月
１２
日（
日
）

■
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

第
２１
回
聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

「
笑
顔

ひ
ま
わ
り

」

〜
や
さ
し
さ
と
行
動
〜

１０
月
１８
日（
土
）

■
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
子
ど
も
ま
つ
り

１０
月
１９
日（
日
）

■
多
摩
中
央
幼
稚
園

聖
徳に
こ
に
こ
ま
つ
り

■
附
属
第
三
幼
稚
園

聖
徳子
ど
も
ま
つ
り

１０
月
２５
日（
土
）

■
附
属
小
学
校

第
１８
回
聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

「
つ
み
あ
げ
よ
う

ひ
ろ
げ
よ
う

ぼ
く
た
ち

わ
た
く
し
た
ち
の

校
風
と
伝
統
を
」

１０
月
２６
日（
日
）

■
八
王
子
中
央
幼
稚
園

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

■
附
属
幼
稚
園

聖
徳
子
ど
も
ま
つ
り

１１
月
３
日（
祝
）

■
聖
徳
中
学
校
・
聖
徳
高
等
学
校

第
２１
回
聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

「
風
」〜見

え
な
い
け
れ
ど
…
〜

■
幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

（
文
化
祭
）

■
三
田
幼
稚
園

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

１１
月
１５
・
１６
日（
土
・
日
）

■
聖
徳
大
学
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

第
３９
回
聖
徳
祭

●
テ
ー
マ

笑
顔
・
つ
な
が
る
・
心
の「
わ
」

（平成15年9月1日現在）

リサイタル・

特別講座の

お知らせ

●１０月１８日（土） １５：００～　聖徳大学奏楽堂　■入場無料
岡部裕司ピアノリサイタル
モーツァルト：ソナタ K．３３３
ベートーヴェン：ソナタ 第１８番　Op．３１－３ 他

●１０月２５日（土） １６：００～　
聖徳大学川並香順記念講堂　■入場料：１，０００円

久野将健パイプオルガンリサイタル
J．S．バッハ：《クラヴィーア練習曲集第３部》（オルガン・ミサ）
BWV５５２ 他

●１１月１日（土） 聖徳大学奏楽堂　詳細未定
吉田征夫・佐藤鈴子『冬の旅』

聖徳大学附属中学校・高等学校

第一志望選考 １１月１５日（土） １２月１日（月） ～ １１月２９日（土） 
選抜入試Ａ日程午前 
選抜入試Ａ日程午後 １月  ９日（金） １月２０日（火） ～ １月１７日（土） 
選抜入試Ｂ日程午前 １月２２日（木） 
選抜入試Ｃ日程午後 １月  ９日（金） ２月１日（日） ～ １月３１日（土） 

普通科選抜入試第一回 １月２７日（火） 
普通科選抜入試第二回 １月２９日（木） １月２３日（金）・２４日（土） 
音楽科選抜入試 １月２７日（火）～２８日（水） 

普通科・音楽科 
推薦選考 １月１６日（金） １月１３日（火）・１４日（水） 

中
学 

高
校 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 


